
　先
日
、『
次
世
代
管
理
会
計
の

礎
石
』と
い
う
論
文
集
を
読
ん
だ
。

そ
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
こ
の

タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
理
由
の
一
つ

と
し
て
、「
経
営
」
と
い
う
言
葉

の
語
源
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。（
ち
な
み
に
管

理
会
計
は
経
営
の
た
め
の
会
計
の

こ
と
で
あ
る
。）

　「
経
済
」
の
語
源
が
、「
経
世
済

民
」
も
し
く
は
「
経
国
済
民
」
の
短

縮
形
で
あ
る
こ
と
は
比
較
的
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

「
経
営
」
の
語
源
は
あ
ま
り
知
ら
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　令
和
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
す

る
4
月
9
日
、
学
園
に
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

1
万
円
札
の
肖
像
が
２
０
２
４
年

か
ら
渋
沢
栄
一
に
変
わ
る
と
い
う

発
表
で
あ
る
。
渋
沢
は
「
日
本
資

本
主
義
の
父
」
と
称
さ
れ
、
い
か

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
も
倫
理
・
道

徳
に
適
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
企
業
経
営
者
に
「
論

語
と
算
盤
」の
大
切
さ
を
説
い
た
。

　私
た
ち
の
学
園
は
86
年
前
に
創

立
し
た
が
、
建
学
の
精
神
は
「
片

手
に
論
語

　片
手
に
算
盤
」
で
あ

る
。
渋
沢
の
経
営
理
念
を
教
育
の

世
界
に
据
え
、「
論
語
」
に
象
徴

さ
れ
る
「
人
と
し
て
の
倫
理
・
道

徳
・
品
性
」
と
、「
算
盤
」
に
象

徴
さ
れ
る
「
生
活
の
糧
と
な
る
専

門
的
な
技
術
・
知
識
」
を
培
う
こ

と
を
謳
っ
て
の
開
学
で
あ
る
。

　千
葉
経
済
大
学
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、「
経
営
」
の

語
源
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　「
経
営
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

と
し
て
『
広
辞
苑
』
に
は
、
次
の

三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
力
を
尽
く
し
て
物
事
を
営
む
こ

と
。
工
夫
を
凝
ら
し
て
建
物
な
ど

を
造
る
こ
と
。

②
あ
れ
こ
れ
と
世
話
や
準
備
を
す

る
こ
と
。忙
し
く
奔
走
す
る
こ
と
。

③
継
続
的
・
計
画
的
に
事
業
を
遂

行
す
る
こ
と
。
会
社
・
商
業
な
ど

経
済
的
活
動
を
運
営
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
た
め
の
組
織
。

　現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
用
語

と
し
て
使
う
場
合
、
③
の
意
味
で

使
う
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
そ
の
語

源
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
紀

元
前
八
世
紀
、
周
の
国
の
詩
人
が
、

祖
先
文
王
が
「
霊
台
」
と
い
う
祭

壇
を
築
い
た
こ
と
を
追
想
し
歌
っ

た
、
次
の
詩
の
中
に
み
ら
れ
る
。

【
原
文
】(

詩
経
・
大
雅
・
霊
台)

　經
始
靈
臺

　經
之
營
之

　庶
民
攻
之

　不
日
成
之

【
通
釈
】

　霊
台
を
創
建
し
、
こ
れ
を
測
っ

て
造
営
し
ま
す
。

　人
民
が
こ
れ
を
作
り
、
幾
日
も

か
か
ら
ず
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

（
通
釈
は
、石
川
忠
久
『
詩
経(

下)

』

に
よ
る
。）

　こ
の
「
經
之
營
之
」
が
「
経
営
」

の
語
源
と
い
わ
れ
る
。「
経
」
と

は
直
線
の
区
画
を
切
る
こ
と
で
あ

り
、「
営
」
と
は
外
側
を
取
り
巻

く
区
画
を
つ
け
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
よ
う
に
「
経
営
」
と
は
、

も
と
も
と
建
物
の
造
営
を
意
味
す

る
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
時
代
の
進

展
と
と
も
に
、
上
記
の
②
や
③
の

意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　稲
毛
区
役
所
と
千
葉
経
済
大
学

お
よ
び
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学

部
は
、
お
互
い
の
持
つ
資
源
を
有

効
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
と
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
む

べ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
防

災
対
策
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

人
材
育
成
な
ど
各
方
面
で
連
携
を

図
る
こ
と
で
合
意
し
、
7
月
2
日

（
火
）
に
本
学
に
て
相
互
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
7
月
5
日

（
金
）
の
読
売
新
聞
や
千
葉
日
報

に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
相
互
連

携
協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、

本
学
園
は
昨
年
9
月
ご
ろ
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　今
年
6
月
、
大
学
・
短
期
大
学

部
に
地
域
連
携
活
動
の
企
画
・
立

案
を
行
う
「
地
域
連
携
室
」
を
設

置
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
連
携
を

組
織
的
に
進
め
る
機
会
と
し
て
協

定
の
提
案
を
稲
毛
区
側
に
さ
せ
て

理
事
長
・
学
長 

佐
久
間 

勝
彦

経
済
学
部
長 

山 

浦 

裕 

幸

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
区
民

ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
図
っ
て
き
た
両
者
の
連
携
・

協
力
は
、
よ
り
確
か
な
も
の
と
な

　平
成
30
年
12
月

に
「
千
葉
経
済
学

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
、
1
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。学
園（
千

葉
経
済
大
学
、
同

短
期
大
学
部
、
同

附
属
高
等
学
校
）
の
教
職
員
7
人

が
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

委
嘱
さ
れ
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
大
学
、
短
期
大
学

部
、
附
属
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ

実 施 月 活　　動　　内　　容 区 分 参加者数

４月～７月 東京オリパラボランティア（面接試験） B 1 6

６月
大賀ハスまつり（千葉公園）

　運営サポート及びボッチャ無料体験、オリパラ紹介
A・B 1 3

７月
稲毛せんげん通りまつり

　通行整理、自転車の誘導、会場美化等
A 6 0

８月

千葉の親子三代夏祭り

　会場設営、受付、踊り・パレード準備、ごみ分別の

　呼びかけ、撤収作業等

A 9 3

９月 稲毛あかり祭り準備（灯ろうづくり講習会） A 1 3

９月
稲毛あかり祭り準備

　小学校での灯ろうづくり指導
A 8

9月

レッドブル・エアレース

　来場者へのパンフレット配布

　エコステーションでのごみ回収・分別等

C 1 8

※ 区分（Ａ…地域貢献、Ｂ…オリパラ関係、Ｃ…国際イベント）
※ 参加者数には、ボランティアセンターの教職員を含む

に
は
、
渋
沢
栄
一
の
孫
娘
で
96
歳

で
ご
活
躍
中
の
鮫
島
純
子
さ
ん
か

ら
贈
ら
れ
た
色
紙
「
世
界
の
平
和

は
一
人
一
人
の
心
の
平
安
か
ら
。

感
謝
の
種
を
一
つ
一
つ
今
日
も
拾

い
ま
し
ょ
う
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　佐
久
間
惣
治
郎
は
渋
沢
栄
一

と
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
接
点
を

も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
言
葉
を
交

わ
す
機
会
が
あ
っ
た
の
か
、
著
書

を
介
し
て
の
出
会
い
で
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
書

き
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
気
に

か
か
っ
て
な
ら
な
い
。

　と
こ
ろ
で
、
そ
の
2
人
が
一
昨

年
の
秋
、〝
顔
〟
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。胸
像
製
作
会
社
が
、

貴
重
な
渋
沢
の
胸
像
を
学
園
理
事

長
室
の
惣
治
郎
の
胸
像
の
も
と
に

お
持
ち
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。「
論

語
と
算
盤
」
の
精
神
で
結
ば
れ
た

2
人
の
、
年
月
を
経
て
の
対
面
に

私
は
感
激
し
た
。

　「
論
語
と
算
盤
」
は
時
代
を
超

え
た
普
遍
的
な
理
念
で
あ
る
。
学

園
は
令
和
の
時
代
も
、
こ
の
精
神

を
大
事
に
し
て
学
生
・
生
徒
の
教

育
に
努
め
て
い
く
。

学園創立者佐久間惣治郎（左）と渋沢栄一（右）

渋沢栄一の孫娘の
鮫島純子さんからの色紙

り
、
学
園
と
し
て
も
今
ま
で
以
上

に
学
び
の
場
が
増
え
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
き
っ
か
け
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
①
三
者
が
持
つ
情

報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を
進
め

る
、
②
三
者
の
活
動
実
績
を
学
園

と
し
て
情
報
発
信
す
る
、
③
三
者

で
共
同
し
た
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
る
、
④
三
者
が
連
携
し
つ
つ

地
域
貢
献
を
進
め
る
、
な
ど
を
強

化
す
る
こ
と
を
設
置
の
主
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
上
記
の
目
標
を
達
成
し

つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
学
生
・
生
徒
た
ち
に
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
は
何
か
を
身
を

以
っ
て
体
験
さ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一

緒
に
行
っ
た
人
と
の
「
絆
」
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
こ
と

を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
学
生
・

生
徒
た
ち
が
自

然
と
自
発
的
に

動
け
る
力
を
身

に
付
け
さ
せ
、

学
生
の
自
立
や

成
長
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
教

育
を
重
ね
て
参

り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
発
足
後
、

大
学
生
と
附
属

高
校
生
が
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
、
両
者
の
交
流
が
一

挙
に
進
み
ま
し
た
。
短
大
生
と
は

ま
だ
機
会
が
な
く
、
一
緒
に
活
動

が
行
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
一

緒
に
活
動
を
行
い
、学
園
の
学
生
・

生
徒
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
（
4
月
か
ら

9
月
ま
で
）
の
具
体
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
へ
の

参
加
準
備
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

啓
蒙
活
動
、
国
際
大
会
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
実
績
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

千葉経済学園ボランティアセンター紹介

稲毛区との
相互連携
協定式

稲毛区との
相互連携
協定式

新
１
万
円
札
の
顔
と
な
る

渋
沢
栄
一
と
学
園
創
立
者
佐
久
間
惣
治
郎

新
１
万
円
札
の
顔
と
な
る

渋
沢
栄
一
と
学
園
創
立
者
佐
久
間
惣
治
郎

令
和
の
時
代
を
迎
え
て

佐久間学長（左）と宮尾区長（右）

「
経
営
」
の
語
源 ―

經
之
營
之―

「
経
営
」
の
語
源 ―

經
之
營
之―

　先
日
、『
次
世
代
管
理
会
計
の

礎
石
』と
い
う
論
文
集
を
読
ん
だ
。

そ
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
こ
の

タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
理
由
の
一
つ

と
し
て
、「
経
営
」
と
い
う
言
葉

の
語
源
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。（
ち
な
み
に
管

理
会
計
は
経
営
の
た
め
の
会
計
の

こ
と
で
あ
る
。）

　「
経
済
」
の
語
源
が
、「
経
世
済

民
」
も
し
く
は
「
経
国
済
民
」
で
あ

る
こ
と
は
比
較
的
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
経
営
」

の
語
源
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
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　令
和
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
す

る
4
月
9
日
、
学
園
に
喜
ば
し
い

ニ
ュ
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ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

1
万
円
札
の
肖
像
が
２
０
２
４
年

か
ら
渋
沢
栄
一
に
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る
と
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う

発
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渋
沢
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日
本
資

本
主
義
の
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、
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ビ
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ス
活
動
も
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・
道

徳
に
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っ
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も
の
で
な
け
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ば
な

ら
な
い
と
、
企
業
経
営
者
に
「
論

語
と
算
盤
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大
切
さ
を
説
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た
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　私
た
ち
の
学
園
は
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年
前
に
創

立
し
た
が
、
建
学
の
精
神
は
「
片

手
に
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語

　片
手
に
算
盤
」
で
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る
。
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の
経
営
理
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を
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の
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に
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論
語
」
に
象
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さ
れ
る
「
人
と
し
て
の
倫
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道
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・
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に
象

徴
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る
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活
の
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専
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な
技
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・
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。
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の
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に
は
、
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て
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を
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と
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こ
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と
世
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や
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る
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と
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こ
と
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計
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に
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を
遂

行
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る
こ
と
。
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・
商
業
な
ど

経
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的
活
動
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運
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こ
と
。

ま
た
、
そ
の
た
め
の
組
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。
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在
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
用
語

と
し
て
使
う
場
合
、
③
の
意
味
で

使
う
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
そ
の
語

源
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
紀

元
前
八
世
紀
、
周
の
国
の
詩
人
が
、

祖
先
文
王
が
「
霊
台
」
と
い
う
祭

壇
を
築
い
た
こ
と
を
追
想
し
歌
っ

た
、
次
の
詩
の
中
に
み
ら
れ
る
。

【
原
文
】(

詩
経
・
大
雅
・
霊
台)

　經
始
靈
臺

　經
之
營
之

　庶
民
攻
之

　不
日
成
之

【
通
釈
】

　霊
台
を
創
建
し
、
こ
れ
を
測
っ

て
造
営
し
ま
す
。

　人
民
が
こ
れ
を
作
り
、
幾
日
も

か
か
ら
ず
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

（
通
釈
は
、石
川
忠
久
『
詩
経(

下)

』

に
よ
る
。）

　こ
の
「
經
之
營
之
」
が
「
経
営
」

の
語
源
と
い
わ
れ
る
。「
経
」
と

は
直
線
の
区
画
を
切
る
こ
と
で
あ

り
、「
営
」
と
は
外
側
を
取
り
巻

く
区
画
を
つ
け
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
よ
う
に
「
経
営
」
と
は
、

も
と
も
と
建
物
の
造
営
を
意
味
す

る
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
時
代
の
進

展
と
と
も
に
、
上
記
の
②
や
③
の

意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　稲
毛
区
役
所
と
千
葉
経
済
大
学

お
よ
び
千
葉
経
済
大
学
短
期
大
学

部
は
、
お
互
い
の
持
つ
資
源
を
有

効
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
と
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
む

べ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
防

災
対
策
、パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

人
材
育
成
な
ど
各
方
面
で
連
携
を

図
る
こ
と
で
合
意
し
、
7
月
2
日

（
火
）
に
本
学
に
て
相
互
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
7
月
5
日

（
金
）
の
読
売
新
聞
や
千
葉
日
報

に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
相
互
連

携
協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、

本
学
園
は
昨
年
9
月
ご
ろ
か
ら
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　今
年
6
月
、
大
学
・
短
期
大
学

部
に
地
域
連
携
活
動
の
企
画
・
立

案
を
行
う
「
地
域
連
携
室
」
を
設

置
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
連
携
を

組
織
的
に
進
め
る
機
会
と
し
て
協

定
の
提
案
を
稲
毛
区
側
に
さ
せ
て

理
事
長
・
学
長 

佐
久
間 

勝
彦

経
済
学
部
長 

山 

浦 

裕 

幸

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
区
民

ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
図
っ
て
き
た
両
者
の
連
携
・

協
力
は
、
よ
り
確
か
な
も
の
と
な

　平
成
30
年
12
月

に
「
千
葉
経
済
学

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
、
1
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。学
園（
千

葉
経
済
大
学
、
同

短
期
大
学
部
、
同

附
属
高
等
学
校
）
の
教
職
員
7
人

が
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

委
嘱
さ
れ
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
大
学
、
短
期
大
学

部
、
附
属
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ

実 施 月 活　　動　　内　　容 区 分 参加者数

４月～７月 東京オリパラボランティア（面接試験） B 1 6

６月
大賀ハスまつり（千葉公園）

　運営サポート及びボッチャ無料体験、オリパラ紹介
A・B 1 3

７月
稲毛せんげん通りまつり

　通行整理、自転車の誘導、会場美化等
A 6 0

８月

千葉の親子三代夏祭り

　会場設営、受付、踊り・パレード準備、ごみ分別の

　呼びかけ、撤収作業等

A 9 3

９月 稲毛あかり祭り準備（灯ろうづくり講習会） A 1 3

９月 稲毛あかり祭り準備（小学校での灯ろうづくり指導）　 A 8

9月

レッドブル・エアレース

　来場者へのパンフレット配付

　エコステーションでのごみ回収・分別等

C 1 8

※ 区分（Ａ…地域貢献、Ｂ…オリパラ関係、Ｃ…国際イベント）
※ 参加者数には、ボランティアセンターの教職員を含む

に
は
、
渋
沢
栄
一
の
孫
娘
で
96
歳

で
ご
活
躍
中
の
鮫
島
純
子
さ
ん
か

ら
贈
ら
れ
た
色
紙
「
世
界
の
平
和

は
一
人
一
人
の
心
の
平
安
か
ら
。

感
謝
の
種
を
一
つ
一
つ
今
日
も
拾

い
ま
し
ょ
う
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　佐
久
間
惣
治
郎
は
渋
沢
栄
一

と
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
接
点
を

も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
言
葉
を
交

わ
す
機
会
が
あ
っ
た
の
か
、
著
書

を
介
し
て
の
出
会
い
で
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
書

き
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
気
に

か
か
っ
て
な
ら
な
い
。

　と
こ
ろ
で
、
そ
の
2
人
が
一
昨

年
の
秋
、〝
顔
〟
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。胸
像
製
作
会
社
が
、

貴
重
な
渋
沢
の
胸
像
を
学
園
理
事

長
室
の
惣
治
郎
の
胸
像
の
も
と
に

お
持
ち
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。「
論

語
と
算
盤
」
の
精
神
で
結
ば
れ
た

2
人
の
、
年
月
を
経
て
の
対
面
に

私
は
感
激
し
た
。

　「
論
語
と
算
盤
」
は
時
代
を
超

え
た
普
遍
的
な
理
念
で
あ
る
。
学

園
は
令
和
の
時
代
も
、
こ
の
精
神

を
大
事
に
し
て
学
生
・
生
徒
の
教

育
に
努
め
て
い
く
。

学園創立者佐久間惣治郎（左）と渋沢栄一（右）

渋沢栄一の孫娘の
鮫島純子さんからの色紙

り
、
学
園
と
し
て
も
今
ま
で
以
上

に
学
び
の
場
が
増
え
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
き
っ
か
け
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
①
三
者
が
持
つ
情

報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を
進
め

る
、
②
三
者
の
活
動
実
績
を
学
園

と
し
て
情
報
発
信
す
る
、
③
三
者

で
共
同
し
た
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
る
、
④
三
者
が
連
携
し
つ
つ

地
域
貢
献
を
進
め
る
、
な
ど
を
強

化
す
る
こ
と
を
設
置
の
主
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
上
記
の
目
標
を
達
成
し

つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
学
生
・
生
徒
た
ち
に
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
は
何
か
を
身
を

以
っ
て
体
験
さ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一

緒
に
行
っ
た
人
と
の
「
絆
」
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
こ
と

を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
学
生
・

生
徒
た
ち
が
自

然
と
自
発
的
に

動
け
る
力
を
身

に
付
け
さ
せ
、

学
生
の
自
立
や

成
長
に
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
教

育
を
重
ね
て
参

り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
発
足
後
、

大
学
生
と
附
属

高
校
生
が
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
、
両
者
の
交
流
が
一

挙
に
進
み
ま
し
た
。
短
大
生
と
は

ま
だ
機
会
が
な
く
、
一
緒
に
活
動

が
行
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
一

緒
に
活
動
を
行
い
、学
園
の
学
生
・

生
徒
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
（
4
月
か
ら

9
月
ま
で
）
の
具
体
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
へ
の

参
加
準
備
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

啓
蒙
活
動
、
国
際
大
会
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
実
績
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

千葉経済学園ボランティアセンター紹介

稲毛区との
相互連携
協定式

稲毛区との
相互連携
協定式

新
１
万
円
札
の
顔
と
な
る

渋
沢
栄
一
と
学
園
創
立
者
佐
久
間
惣
治
郎

新
１
万
円
札
の
顔
と
な
る

渋
沢
栄
一
と
学
園
創
立
者
佐
久
間
惣
治
郎

令
和
の
時
代
を
迎
え
て

佐久間学長（左）と宮尾区長（右）

「
経
営
」
の
語
源 ―

經
之
營
之―

「
経
営
」
の
語
源 ―

經
之
營
之―
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　父
母
の
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　数
年
前
、
私
達
も
受
験
生
の
親

と
し
て
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
は

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
部
の
学
生

さ
ん
か
ら
学
校
生
活
な
ど
の
お
話

し
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
親
と
し
て
は
、

保
護
者
の
方
か
ら
「
親
視
点
」
の

4
月
2
日
の
入
学
式
後
の
大
学

紹
介
で
は
多
数
の
ご
父
母
の
皆
様

を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
学

長
か
ら
は
、「
改
め
て
気
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
る
」
旨
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も
大
い

に
共
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
父
母

の
会
活
動
へ
の
ご
支
援
の
ほ
ど
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

お
話
し
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　そ
の
事
か
ら
、
本
学
を
選
ん
だ

理
由
、
実
際
に
通
わ
せ
て
ど
う
な

の
か
な
ど
を
在
学
生
の
親
と
し

て
、
お
話
し
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　年
２
回
行
わ
れ
る
面
談
の
事

や
、
就
職
に
向
け
た
資
格
取
得
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
先
生
か
ら
ご
指
導

頂
け
る
事
、
留
年
・
退
学
者
を
出

す
。
以
下
、
令
和
元
年
5
月
18
日

（
土
）
と
10
月
3
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
た
個
別
面
談
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

5
月
18
日
の
個
別
面
談
会
は
、

同
日
開
催
の
第
1
回
理
事
会
、
定

期
総
会
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
父
母
の
方
と
学
生
が
所

属
す
る
ゼ
ミ
担
当
教
員
と
の
情
報

交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

10
月
3
日
は
、
木
曜
日
で
し
た
が

前
期
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

成
績
表
の
見
方
や
単
位
取
得
の
状

況
、
3
年
次
へ
の
進
級
要
件
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
勉
学
状
況

の
他
に
ク
ラ
ブ
活
動
、就
職
活
動
、

そ
の
他
、
少
人
数
教
育
の
一
環
と

し
て
学
生
生
活
全
般
に
つ
い
て
も

話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

大
学
に
来
ら
れ
る
機
会
の
少
な
い

ご
父
母
の
方
々
と
の
親
睦
が
深
め

ら
れ
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次

回
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　大
学
の
創
立
30
周
年
、
短
期
大

学
部
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
今
年
の
4
月
に
学
生
ホ
ー

ル
の
近
く
に
「
３
×
３
（
ス
リ
ー

バ
イ
ス
リ
ー
）・
多
目
的
コ
ー
ト
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
「
３
×
３
・
多
目
的
コ
ー

　昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
掛
け
て

学
内
外
の
施
設
設
備
等
の
更
新
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　小
間
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
す

る
硬
式
野
球
部
は
、
部
員
が
90
名

を
超
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
あ
る
既

設
部
室
の
更
衣
室
は
手
狭
と
な
り
、

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
設
備
が
不
足

し
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
平
成
30
年
12
月
に
部
室
を
新

設
し
ま
し
た
。

　新
部
室
は
鉄
骨
造
平
屋
建
て

で
、
ス
ポ
ー
ツ
ロ
ッ
カ
ー
48
台
を

配
置
し
た
更
衣
室
と
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
５
室
、
ト
イ
レ
、
会
議
室

を
備
え
て
い
ま
す
。

　大
型
車
や
普
通
乗
用
車
が
駐
車

で
き
る
駐
車
場
の
整
備
も
行
い
ま

し
た
。

　令
和
元
年
を
迎
え
た
今
年
５
月

に
２
号
館
１
階
１
０
１
講
義
室
の

視
聴
覚
機
器
の
リ
ニ
ュ
ア
ル
を
行

い
、
８
月
に
は
同
館
２
階
２
０
１

と
２
０
２
講
義
室
の
椅
子
を
更
新

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
猛
暑
続
き
の
近
年
、
学

生
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
総
合
体
育
館

に
空
調
機
を
設
置
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
の

健
康
管
理
の
観
点
か
ら
導
入
を
検

討
し
、
快
適
性
や
環
境
に
配
慮
し

た「
エ
コ
ウ
ィ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」

を
採
用
し
、
９
月
に
総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
に
冷
暖
房
空
調
設
備
を

設
置
し
ま
し
た
。

　「
エ
コ
ウ
ィ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」

と
は
、
一
般
に
普
及
し
て
い
る
エ

ア
コ
ン
を
熱
源
と
し
て
利
用
し
、

輻
射
と
対
流
を
組
み
合
わ
せ
た
空

調
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　夏
季
休
暇
初
日
の
８
月
８
日

（
木
）・
９
日
（
金
）、
夏
期
就
活
塾

を
実
施
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る

3
年
生
を
中
心
に
延
べ
60
名
の
学

生
が
参
加
し
、
や
り
た
い
仕
事
を

考
え
る
た
め
の
自
己
分
析
や
、
業

界
・
企
業
研
究
の
方
法
、
さ
ら
に
、

履
歴
書
・
選
考
試
験
に
む
け
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

を
様
々
な
ワ
ー
ク
を
通
し
て
実
践

的
に
学
び
ま
し
た
。

　履
歴
書
や
面
接
試
験
の
対
策

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
対
策
講
座
で
は
、
正
し
く
情

報
交
換
す
る
た
め
に
必
要
な
バ
ー

バ
ル
（
言
語
的
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
（
非
言

語
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
要
点
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
６
Ｗ

２
Ｈ
を
意
識
し
て
電
話
メ
モ
を
書

く
ワ
ー
ク
や
、
視
線
を
合
わ
せ
ず

無
表
情
（
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
使
わ
な
い
）
で
話
を
聞

く
体
験
を
通
し
て
、
二
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

考
え
ま
し
た
。

　参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
コ

オ
リ
ジ
ナ
ル
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
夏
季
就
活
塾
』

『
夏
季
就
活
塾
』

父
母
の
会
顧
問   

内
山  

　
隆

保
護
者
面
談
を
実
施
し
ま
し
た

保
護
者
面
談
を
実
施
し
ま
し
た

父
母
の
会
顧
問   

内
山  

　
隆

父
母
の
会
会
長   

長
谷
川  

美
治

父
母
の
会
会
長   

長
谷
川  

美
治

父
母
の
会
の
活
動
紹
介

父
母
の
会
の
活
動
紹
介

父
母
の
会
の
活
動
紹
介

父
母
の
会
の
活
動
紹
介

３×３
（スリーバイスリー）

多目的コート

創立30周年記念事業

２号館201・202椅子更新

総合体育館空調機器設置

２号館101視聴覚機器更新

小間子グラウンド硬式野球部部室新設

長谷川会長（右）

さ
な
い
為
の
対

策
な
ど
を
お
話

し
す
る
と
、
保

護
者
の
皆
様
か

ら
も
色
々
と
ご

質
問
頂
き
ま
す
。

　子
供
に
合
っ

た
大
学
を
選
び

た
い
と
迷
わ
れ

て
い
る
保
護
者

の
皆
様
に
、
少

し
で
も
参
考
に

し
て
頂
け
れ
ば

と
、
こ
の
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

ト
」
は
、
本
学
父
母
の
会
と
短
期

大
学
部
後
援
会
か
ら
の
寄
付
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
フ
リ
ス
ビ
ー
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ

た
り
、
屋
根
の
付
い
た
ベ
ン
チ
で

学
生
同
士
や
学
生
と
教
職
員
が
談

笑
し
た
り
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
よ
り
一
層
豊
か
に
し
て
く
れ

る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

が
正
式
競
技
種
目
と
し
て
追
加
採

用
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
も
、

長
く
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
新

し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
。」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
で
は
、
個
別

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

て
良
か
っ
た
。」
と
い
う
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

施設改修に

ついて

施設改修に

ついて
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　令
和
元
年
７
月
27
日
（
土
）
に
、

今
年
度
の
同
窓
会
定
期
総
会
お
よ

び
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
が
学
生
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　定
期
総
会
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
、
台
風
に
よ
る
悪
天
候
も
予

想
さ
れ
る
中
、
多
数
の
同
窓
生
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　総
会
で
は
鹿
島
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、各
議
案
を
出
席
者
に
諮
り
、

各
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
・
議

決
さ
れ
て
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と
進

行
し
ま
し
た
。

　懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
同
窓
生

の
ほ
か
、
学
長
を
は
じ
め
事
務
局

長
や
多
数
の
現
職
の
先
生
方
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、パ
ー
テ
ィ
ー
の
中
で
は
、

同
窓
会
か
ら
補
助
金
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
各
ク
ラ
ブ
の
代
表
の

学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
活
動
状
況
の

報
告
や
今
後
の
目
標
な
ど
が
話
さ

れ
、
そ
の
際
に
は
慣
れ
な
い
人
前

で
の
挨
拶
に
と
ま
ど
う
学
生
の
姿

も
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

　例
年
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
着
席

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ

て
お
り
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
料
理
を

食
べ
な
が
ら
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

学
生
時
代
の
思
い
出
話
を
し
た
り

近
況
の
報
告
な
ど
を
し
た
り
と
会

話
の
途
絶
え
な
い
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
る
様
子
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　同
窓
会
で
は
、
来
年
度
も
更
に

多
く
の
同
窓
生
に
総
会
・
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　開
催
日
は
毎
年
７
月
の
最
終
土

曜
日
に
固
定
し
て
お
り
、
１
ヵ
月

前
ご
ろ
に
案
内
の
便
り
を
お
送
り

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席

の
ご
返
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
同
窓
会
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　４
月
か
ら
着
任
い
た
し
ま
し
た

五
十
川

　陽
と
申
し
ま
す
。
主
に

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
（
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
）、
簿
記
答

練
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　私
た
ち
の
生
活
に
は
企
業
の
存

在
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
企
業
は

商
品
や
工
場
な
ど
に
投
資
を
し
、

利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
企
業
活
動
を
行
う

た
め
に
は
多
く
の
資
金
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
か

ら
資
金
を
調
達
し
、
ど
こ
に
投
資

を
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論
で
は
、

こ
の
よ
う
な
企
業
の
財
務
活
動
の

意
思
決
定
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　簿
記
答
練
で
は
、
主
に
日
商
簿

記
検
定
の
合
格
を
目
標
に
問
題
演

習
を
行
い
ま
す
。
日
商
簿
記
検
定

は
就
職
活
動
で
重
要
視
さ
れ
て
い

る
資
格
の
１
つ
で
す
。
最
近
で
は

試
験
範
囲
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
合

格
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

合
格
で
き
な
い
試
験
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
在
学
中
に
取
得
で

き
る
よ
う
に
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
税
理
士
や
会

計
士
な
ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
も
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　大
学
に
進
学
し
た
理
由
は
そ
れ

五
十
川

　陽

　こ
ん
に
ち
は
、
茶
道
部
で
す
。

　７
月
に
学
生
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
た
「
七
夕
茶
会
」
と
、
８
月
に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
ど
ろ
き
一

倫
荘
に
て
開
催
し
た
「
一
倫
荘
茶

会
」の
活
動
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　７
月
４
日
、
七
夕
茶
会
を
学
生

ホ
ー
ル
1
階
に
て
催
し
ま
し
た
。

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
教
職

員
の
方
や
ご
友
人
な
ど
様
々
な

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
菓

子
・
お
抹
茶
を
愉
し
ん
で
頂
く
と

と
も
に
、
短
冊
に
願
い
を
込
め
る

な
ど
七
夕
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　８
月
９
日
、
大
学
の
隣
に
あ
る

と
ど
ろ
き
一
倫
荘
に
て
茶
道
体
験

会
を
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
参

加
者
自
身
が
お
茶
を
点
て
て

い
た
だ
く
体
験
会
方
式
で
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々

に
、
茶
道
を
通
し
て
非
日
常

と
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
月
に
２
回
裏

千
家
の
先
生
を
お
呼
び
し
て

の
日
頃
の
お
稽
古
や
自
主
練

習
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
お
菓
子
・
お
抹
茶
の
提

供
な
ど
活
動
し
て
い
ま
す
。

　次
の
お
茶
会
は
、
大
学
祭

に
て
行
い
ま
す
。
ご
友
人
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
茶
道
部
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　私
が
大
学
に
入
学
し
た
頃
は
開

学
か
ら
あ
る
程
度
時
間
が
経
ち
、

施
設
や
体
制
が
あ
る
程
度
整
い
つ

つ
あ
っ
た
時
期
だ
っ
た
思
い
ま
す
。

　少
人
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
分
小
回
り
が
利
き
、
新
し
い

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
学
生
も
多

く
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　私
は
学
友
会
執
行
部
・
大
学
祭

実
行
委
員
会
に
所
属
し
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
ト

や
大
学
祭
の
広
報
活
動
を
通
じ
て

大
学
の
知
名
度
を
上
げ
る
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
。

　大
学
の
授
業
は
高
校
と
違
っ
て

分
野
が
幅
広
く
先
生
方
も
個
性
的

で
、
出
会
っ
た
友
人
も
日
本
全
国

平
成
11
年
度 

経
済
学
科
卒
業

松
原

　
　大

ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
で

は
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
な
ん

で
も
で
き
ま
す
。
4
年
間
と
い
う

長
い
時
間
を
有
意
義
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
。
勉
強
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、旅
行
や
読
書
、サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

人
生
に
お
い
て
経
験
し
て
お
い
て

無
駄
な
こ
と
は
１
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
生
活
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
す
か
に
よ
っ
て
、
今
後
の
人
生

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

同
窓
会
定
期
総
会・懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
報
告

同
窓
会
定
期
総
会

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
報
告

平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）

か
ら
来
て
お
り
、
大
学
生
活
は
周

り
か
ら
常
に
刺
激
を
受
け
、
多
く

の
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
ま

し
た
。

　そ
の
影
響
か
、
私
は
大
学
卒
業

後
に
公
務
員
や
通
信
、
Ｉ
Ｔ
、
金

融
な
ど
の
様
々
な
業
種
で
勤
務

し
、
海
外
で
の
放
浪
生
活

を
経
て
最
終
的
に
は
看
護

学
校
へ
入
学
。
現
在
は
看

護
師
と
し
て
病
院
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　当
時
と
違
っ
て
今
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
地
域

社
会
と
の
交
流
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

茶道部茶道部

部活動報告部活動報告

の
普
及
な
ど
が
あ
り
、
よ
り
多
く

の
こ
と
を
体
験
し
た
り
学
ぶ
機
会

が
あ
り
ま
す
。

　在
学
中
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

大
学
生
活
で
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
創
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
紹
介

卒
業
生
紹
介

卒
業
生
紹
介

新
任
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
任
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
任
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



　総
合
図
書
館
で
は
平

成
26
年
度
よ
り
毎
年
大

学
祭
・
と
ど
ろ
き
祭
で

「
古
本
市
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　こ
の
催
し
は
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
目
的
に
始

め
た
も
の
で
、
図
書
館

で
除
籍
と
な
っ
た
本
や

皆
さ
ん
か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
本
を
安
価

で
販
売
し
、
売
上
金
を

全
額
被
災
地
の
図
書
館

に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　保
存
期
間
の
過
ぎ
た

雑
誌
を
す
べ
て
無
償
で
配
布
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
毎
年
大
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　尚
、
現
在
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
前
、
お
よ
び
大
学
・
短

大
の
研
究
室
フ
ロ
ア
に
古
本
市
提
供
用
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
や
研
究
室
等
に
不
要
な
本
や
雑

誌
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
提
供

く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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　今
年
度
も
11
月
９
日
（
土
）・
10

日
（
日
）
に
千
葉
経
済
大
学
祭
の
開

催
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

　今
年
の
大
学
祭
の
テ
ー
マ
は

「
零
―
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
―
」
で
す
。
今
年

度
の
大
学
祭
は
、
元
号
が
平
成
か

ら
令
和
に
な
り
初
の
大
学
祭
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ゼ
ロ
か
ら

新
し
い
時
代
の
大
学
祭
を
作
り
上

げ
よ
う
と
い
う
想
い
か
ら
、
こ
の

テ
ー
マ
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
ゼ

ミ
の
口
演
・
展
示
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
先
生
方
に
指
導
を
頂
き

な
が
ら
、
大
学
祭
で
の
口
演
・

展
示
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か

に
も
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
音

楽
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
、
多
数
の
模
擬

店
や
文
化
系
ク
ラ
ブ
に
よ
る

展
示
な
ど
様
々
な
企
画
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
昨
年
ご
来
場
頂
い
た

方
や
、
今
年
初
め
て
の
方
に

も
楽
し
ん
で
参
加
頂
け
る
こ

と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
老
若
男

女
す
べ
て
の
お
客
様
に
２
日
間
お

楽
し
み
頂
け
る
よ
う
な
大
学
祭
に

し
よ
う
と
学
生
一
丸
と
な
っ
て
準

備
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日

は
精
一
杯
お
も
て
な
し
で
き
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
の
で
是
非
ご
来

場
下
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し
を
学

生
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

２
年

山
田
祐
輔

大
学
祭
実
行
委
員
会

委
員
長

◆

教
員

1
、
平
成
31
年
3
月
31
日
付

【
退
職
】

高
屋

　和
彦

教
授
（
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
）

2
、
平
成
31
年
4
月
1
日
付

【
採
用
】

五
十
川

　陽

　専
任
講
師

【
昇
任
】

小
野

　正
芳

　教
授

◆

職
員

1
、
平
成
30
年
10
月
1
日
付

【
採
用
】

岡
田
奈
津
子

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
大
学
学
務
課
（
嘱
託
）

２
、
平
成
30
年
11
月
30
日
付

【
退
職
】

京
相

　吉
孝

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
主
監

３
．
平
成
30
年
12
月
1
日
付

【
兼
務
発
令
】

鴇
田

　朋
充

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー

兼

　
　
　
　
　
　
　情
報
企
画
戦
略
室

【
千
葉
経
済
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
伴
う
兼
務
発
令
】

浅
野

　雅
明
（
大
学
学
務
課

主
任
）

久
間
木
有
希
子
（
短
大
学
務
課
）

４
．
平
成
31
年
3
月
31
日
付

【
退
職
】

高
橋

　康
浩

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
庶
務
課
（
嘱
託
）

鈴
木

　伸
子

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
（
嘱
託
）

５
．
平
成
31
年
4
月
1
日
付

【
採
用
】

玉
田

　聡
子

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
（
嘱
託
）

御
前

　吉
男

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
庶
務
課
（
嘱
託
）

黒
木

　麻
理

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
（
嘱
託
）

【
昇
任
】

串
山

　
　寿

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
情
報
企
画
戦
略
室
室
長
補
佐

【
配
置
換
】

山
内

　
　聡

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
大
学
学
務
課
主
任

山
田

　涼
子

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
短
大
学
務
課

６
．
令
和
元
年
6
月
1
日
付

【
昇
任
】

奥

　
　三
恵

　大
学
総
合
図
書
館
図
書
館
課
課
長
補
佐

【
地
域
連
携
室
の
設
置
に
伴
う
兼
務
発
令
】

荻
野

　正
昭

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
庶
務
課
長

兼

地
域
連
携
室
長

兼

　
　
　
　
　
　
　情
報
企
画
戦
略
室
参
事

魚
野

　
　力

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
室
長
補
佐

兼

　
　
　
　
　
　
　地
域
連
携
室
室
長
補
佐

秋
吉

　正
裕

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
短
大
学
務
課
係
長

兼

　
　
　
　
　
　
　情
報
企
画
戦
略
室
係
長

兼

地
域
連
携
室
係
長

浅
野

　雅
明

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
大
学
学
務
課
主
任

兼

　
　
　
　
　
　
　地
域
連
携
室
主
任

齋
藤

　大
介

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
兼

地
域
連
携
室

７
．
令
和
元
年
8
月
19
日
付

【
採
用
】

佐
藤

　洋
平

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局

地
域
連
携
室

兼

情
報
企
画
戦
略
室

　
　
　
　
　
　
　兼

千
葉
経
済
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
委
嘱

　

8
．
令
和
元
年
8
月
31
日
付

【
退
職
】

岡
田
奈
津
子

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
大
学
学
務
課
（
嘱
託
）

9
．
令
和
元
年
9
月
1
日
付

【
昇
任
】

玉
田

　聡
子

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
参
与
（
嘱
託
）

10
．
令
和
元
年
9
月
17
日
付

【
配
置
換
】

石
川

　博
丈

　大
学
・
短
期
大
学
部
事
務
局
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
係
長

渡
邉

　直
子

　大
学
総
合
図
書
館
図
書
館
課

お申込み・お問い合わせ

千葉経済大学地域総合研究所
〒263-0021　千葉市稲毛区轟町３－59－５
TEL：043－253－9115　FAX：043－253－9901

Ｅ-mail：gakumu-15@cku.ac.jp

　毎年度好評をいただいています本学主催の公開講座「オープンアカデミー」を
今年度も開催いたします。今年度のプログラムには、令和２年３月に定年退職さ
れる本学教員の退職記念講演会も含まれています。皆さんお誘い合わせの上、お
越しいただけますようよろしくお願いいたします。

　【共催】ちば産学官連携プラットフォーム

第１回　落　語
第
１
回

令和元年11月２日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ 「千葉と落語と私」

講　師 三遊亭美るく（千葉県出身女流落語家、落語協会所属）

第２回　千葉市の魅力と観光

第
２
回

令和元年11月９日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ 「千葉市の海・緑・まちの魅力を楽しむ 
　～体験型観光・ムスリム対応 e.t.c ～」

講　師 櫻井　篤（千葉市経済部観光プロモーション課課長）

第3回～第6回（4回シリーズ） 他者との関係性における生きづらさの社会学

第
３
回

令和元年11月16日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ 「感情を使って働くことの生きづらさを考える」

講　師 中倉智徳（千葉商科大学人間社会学部専任講師）

コメンテーター 佐藤典子（本学准教授）「看護職の過労について」

第
４
回

令和元年11月23日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ 社会的孤立を考える

講　師 鳥越信吾（本学非常勤講師、中京大学特任研究員）

コメンテーター 山田史比古（朝日新聞東京本社 文化くらし報道部記者）

第
５
回

令和元年12月７日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ
①「当事者経験の物語的理解に向けてⅠ：自傷行為を生きる」
②「当事者経験の物語的理解に向けてⅡ：摂食障害を生きる」

講　師
①担当…澤田唯人（大妻女子大学共生社会文化研究所特別研究員、
　　　　慶應義塾大学他兼任講師）
②担当…宮下阿子（法政大学社会学部他兼任講師）

第
６
回

令和元年12月14日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ

「リュック・ボルタンスキー『胎児の条件』翻訳出版一周年記念講座」
①アメリカ大統領選における争点としての中絶とキリスト教にお
　ける中絶禁止の歴史」
②「胎児と母親の関係性から考える中絶の経験」

講　師
①担当…佐藤典子（本学准教授）
②担当…小田切祐詞（神奈川工科大学講師）

第７回～第８回　千葉経済大学教授 退職記念講演会
第
７
回

令和２年１月11日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ 「マンデヴィルとスミス―商業社会の原像―」

講　師 鈴木信雄（本学教授）

第
８
回

令和２年１月18日（土）10：30 ～ 12：00

テーマ 「上達過程論と指導者像」

講　師 山岡昭吉（本学教授）

■開 催 日　11月９日（土）・10日（日）大学祭・とどろき祭両日

■開催場所　総合図書館前（雨天の場合は２階連絡通路）

■問い合わせ先　千葉経済大学総合図書館　

　　　　　　　　TEL 043（253）9941

第32回

11月９日・10日
令和元年
11月９日・10日
令和元年

第32回第32回
平成31年度（令和元年度）平成31年度（令和元年度）「オープンアカデミー」「オープンアカデミー」

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
学
祭
・
と
ど
ろ
き
祭
で

毎
年
「
古
本
市
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

大
学
祭
・
と
ど
ろ
き
祭
で

毎
年
「
古
本
市
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。


